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日本における経済の不平等度については，2000年前後に橘木俊詔（1998)および大竹文
雄（2005）によって行われてきて，80年代および 90年代を通じて不平等度が拡大してき
たことについては、共通の認識ができつつある．さらに，2000年代以降に不平等度が変化
したかどうかは興味深い問題であると考えている．

Nishino, H. and K. Kakamu (2011) では対数正規分布を仮定したパラメトリックな不平
等度の変化の検定を提案していたが，本報告ではノンパラメトリックな検定も取り上げ
て，2000年代以降も含めた日本の家計調査のデータに対して不平等度が変化したかを検
討する。
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